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はしがき

わカミ国 で は、 五 ９ ９ ７ 年 に 臓 器 移 植 法カミ施 行 さ れ て 以 後、 １ 年 ４ ヶ 月 後 に は じめ

て心臓移植 手術が施 行され、 そ の後は散発的に心臓移植が実施さ祝る機会秘認めら

れる よ う にな っ た が、 い ま 芯、 国 民の 多 数 の 支 援 淋 得 ら れ る 段 階 に は 至っ て い恋 い。

こ の よ う な 現 状 に お ）々て、 心 臓 手 術 を 受 け る レ シ ピ エ ン トお よ び 肩ナ ー に 対 す る 医

療 者およ び移 植コ ー ディ ネータ ー等の術前の敢組みに沈べ、 心臓移植後のレシピヱ

ン ト に 対 す る サ ポ ー ト体 制 が 整 っ て い な い こ と が 措 摘 さ れ て いる。 す な わ ち、 衛 繭

は、 レ シ ピ エ ン ト の 心 理 的 焦 燥、 重 圧 感、 死 の 恐 怖 な ど を 克 服 し て 手 衛汚河 能 に な

る よ う な 移 植 支 援 シ ス テ ムカミ、 医 踊、 看 護 に 関 して は、 す で に 釆 国 を 中 心 と し て レ

シ ピ エ ン ト に煎 す る サ ポ ー トの 必 要 性 那 検 討 さ れ 実 施 さ れ てな）る 郁、 文 化、 社 会 経

済的 状況の異なる わカミ国 においては、 その杜会構造に即した対庵をすること淋求ぬ

ら れ る。 と く に、 移 植 者 に 対 す る 偏 昆 や 差 別 は 日 本 特 有 な 現 象 を 呈 し て お り、 移 櫨

医療 に対する理解 那一般化さ れていない現状において、 わカ掴 独自の検討添必要で

あ る竈 ま 危、 手 術 後 の 医 療 者 に よ る サ 添 一 ト 体糊 ⑳ 弱 体 化 を 強 化 す る 敢 組 みカ雲求 め

ら 抗 る芭 本 研 究 で は、 日 本 で 移 植 を 受 け だ レ シ ピ エ ン ト 那 未 芯 歩 な い 現 状 を考 慮 し

て、 対 象 者 を 釆 国 で 手 術 を 受 け た 冒 本 人 ⑳ レ シ ピ エ ン ト に 限 定 し、 彼 等 の 移 植 術 繭

後 の 身 体 的、 心 理 的、 社 会 経 済 的 間 題 を 弱 確 に し、 今 後 の 心 臓 移 植 者 に 対 す る ソ ー

シャ ル サ ポ ー ト づく り に 潜 淋 し定 い と 考 え る。
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要 旨

欧米において、 心臓移植は末期循環器不全の状態にある対象者に対する根治的拾

療 法 と して 確 立 き れ て いる。 しか し、 蘭本 にお い て は ｒ臓 器 移 植 に 関 す る 法 律 （以

下・ 臓 器 移 植 法 と 記 す）」 が施 行 さ れた １ ９ ９ ７ 年 以 降、 現 在 ま で に １ ７例 の心 臓移

植 が 実 施さ れ た の み であ る。 そ の た め、 多 く の 心 臓 移 植 の 適 応 者 ま た は 希 望 者 は海

外に渡航 して心臓移植 を受 けな ければならないの那現実である。

本研究の目的は海外において心臓移植を受け、 嬬国した心臓移植レシピエントと

その家族の心理社会的間題とザポート体樹を明らかにする乙とである。

研究の対象者は海殊におサ）て心臓移植を受けたレシピエントおよびその家族で、

総 数 ２ ０ 名 で あ る。

そ の 繕 果、 海 外 に て 心 臓 移 植 を 受 ける レ シ ピ エ ン ト と そ の 家 族 は、 国 内 で 移 植 を

受 ける 場 合 よ り も 困 難 な こ とカミ多 く 語 ら れ た。 そ の 要 因 は
ｒ移 植 医 療 へ の アク セ シ

ビリ テ ィ ー の 低 さ」、 「外 国 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン で の 不 便 さコ、
「滞 在 申 の 宿

泊 施 設 の 確 保 の む ず か し さ」克
「外 来 通 院 と そ の 費周 の 負 担 感」、 「外 来 通 院 の 危 め の

宿 泊 施 設 の 費用 の 負 担 感ｊ 恋 ど 淋 挙レずら れ た。 ま 花、 レ シ ピ エ ン ト と そ の 家 族 は 移

植 医、 移 植 コ ー ディ 率 一 タ ー、 看 護 師、 そ し て ボ ヲ ン ティ ア か ら の サ ポ ー トを 受 け

て い た凸 あ る 対 象 者 は個 人 ま た は 非 営 利 団 体 か ら 募 金 を 受 けて 渡 航 して い だカ書、 感

謝②念と同時に心理的負 担感 も感じて㌃渇 対象者もみられた。

以 上 の こ とか ら、 看 護 ケ ア と して 必 要 恋 こ と は、 レシ ピエ ン トと そ の 家 族 の 持つ

二一ズをアセスメ ントし、 彼等の闘題点を解決するために医療チーム内の調整を行

う こ と も 重 要 とな る こ と淋 示 唆さ れ 危。 看 護 者 は 他 の 医 療 職 者、 移 植コ ー ディ ネ ー

ター、 リ エ ゾ ン精 神 看 護 師、 ソ ー シ ャ ル ワ ーカ ー と 共 働 する こ と も重 要 とな る。













なサ）と い け な い こ とカミ大 変 だっ た」、 ｒ身 体的 に 辛 かっ た」、
ｒ生 後 ６ ヶ月 か ら 体 調カミ

悪 か っ た」、
「ミ ルク も ２０㏄ しか 飲 め な か っ た」 な どの 内 容カミ挙 げら れ 危。

（３） 移植医療へのアクセ シピリティー （移植施設ま危は移植医へのアクセス）

心臓移植に関する情報を入手する方法として、 テレピや新聞などのマスメディア

を 活 用 し危、 イ ンタ ー ネ ッ ト に よ る 検 索 を 試 み て 移 植 施 設 に ア ク セ ス で き る 医 師 を

捜 し た とサ）う 家 族 も み ら れ たむ 具 体 的内 容 と し て は、 表ａ に 示 す 通 り、
「腎 臓 移 植 を

受 け に自 分で 探 して 渡 米 し淀」、
ｒ移 植 病 院 は 夫 婦 で 探 し、 先 生 に だ ど り つ い た」、

ｒ移

植 情 報 を 積 極 的 に 調 べ た」、
「費周 の 安 い、 症 例 数 の 多 い、 成 績 の 良じ）病 院 を 自 分 達

で 調 べた一 等、 積 極 的 に 移 植 施 設 に た どり つ いた 家 族カミみ ら れ たむ そ して、
「も と も

と診 て も ら っ て い た 医 師 が、 移 植 の 話 を 講 演 で 聞 い た こ とカ
ミあっ 危 のカミきっ か けで、

達 絡 を 取 っ て く れ た」 と㌃）う 医 療 者 か ら の 照 会 に よ り、 心 臓 移 植 を 受 け る こ と が で

き た 家 族 も み ら れ た。

そ し て、 海 外 に て 心 臓 移 植 を 受 け て、 嬬 国 後 に は フ ォ 四 一 ア ッ プ の た め の 病 院施

設を探す必要性カ蛎 る 場合には、 同様に、 「病院に直接電語して受け入れを頼んだ」

と い う 移 植 者カミみ ら れた。

（盗） 移植直後か ら現在ま での 身体的状態

移 植 直 後 か ら 現 在 ま１で の 身 体的 状 況 は、 表４ に 示 す 通 り、
「手 術 は 順調」、 喀 痛 は

な い」、
ｒ術 前 よ り 長 く 歩 行 で き だ」、

ｒ食 べ て も苦 し く な いｊ，
ｒ歩 け 危 時 に 元 気 に な

っ て 元 気 に な っ た と いう 実 感カミ持 て た」、
「心 配 なく ら い 元 気 に な っ た一 等、 レ シ ピ

エ ン トの 体 調カ 浪 い こ と を 話 す 対 象 者 が 多く み ら れ た。 一 方、 術 後 の 合 併 症 のう ち、

拒 絶反応や免疫抑制剤の副作用 に悩む対象者もみられ、 「免疫抑制剤の副作用 （ムー

ン フ ェイ ス） が い や」、
「移 植 後 ３ ケ月 で 拒 絶 反 応 が 出 た」、 Ｆ移 植 後 は 順 調 で あ っ 危



















神 看 護 師 と の 協力 も不 可欠 で あ る。
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表＆ アクセ シ ビりティー く移植施設■移植医へのアクセス）一、 １Ｉ ’ ’ 一 ’ 一 ’ ’ ‘’ ］ 一 ， ’ ’ ’ ｝ ， １ ’

腎臓移植を受 けに自分で探 して渡米しだ。

移 植病 院 は夫 婦 で探 し、 先 生 に 芯 どり つ い た。

移植情報 を積極 的に調べだ。

費用 の安じ）、 症 例 数 の 多 い、 成 績 の 良 い 病 院 を 自 分 達 で 調 べ た。

も と も と診 て も らっ て い た 小 児 科 の 兜 生カミ、 移 植 の 話 を 講 演 で 聞 い 危 こ とカミあ っ た の 那 き っ 淋 げ

で、 連 絡 を敢 っ て く れ た。

他 の病 院 を紹 介 さ れたカミ３ ヶ 月 待 た さ れ て、 ４ 人 待 機 し て い る か ら と 言わ れ、 イ ンタ ー 平 ツ トで

兜 生 を探 した。

移 植 を受 けた 子 に会 う 乙 と 淋 で き、 先 生 を 紹 介 じ て も らっ た。

７Ｖ で 究 生の こ と を知 っ た。

売生と患者の 簡にはいって橋渡 しするような役割淋取れれ ぽ良いと思う。

隔国後の受 げ入れ病 院カ視 つか らないど帰れないと言われた。

病院に直接電 謡じて受 け入 れを頼 ん芯。

嬬国後は先生にお願 いしだ。

拡張型心筋症 の疑いで薬物療法 を受けて いた那移植への道はなかった。 その後体調をくず し除細

動をする まで になりあ と一年 と言われた。 夫カ
ミイ ンター率ツ トで移植の道を捜 した。

先生を紹介 して もらったカミ、 Ｂ型肝炎ウイ ルス を持って いる のでＵ αＡ芯けが受け入れてく れ

た，



表４ 身体的状態

手 術 は 順 調。

湊 痛 は 鮎 、。

術繭より長く歩行できた。

歩 はた 時 に 元 気 に 恋っ た と 実 感 し た。 退 院 して 外 に 出 ら れた の も嬉 し淋 っ た。

食 べ て も 苦 しく 無レ）こ とカミわ かっ た。

む配 怠 く ら い 元 気 に な っ 危。

顔 色 や 口 唇 の 亀 那 と て も 良 かっ た。

移植後は順調に回復した。

運動も普通で、 学校までの登校蹟 離頑長いので体カカり いた感 じ。 いくら歩 いても平気。

ひ臓は今は薬で落ち着いている。

身体 に 関 し て は困っ て い る こ と は な い、

疲 れ や す い けれ ど、 自 覚 症 状 は な い。

本 来 の 生 活 と い う も の 淋 わカ、ら な い の で、 移 植 後 の生 活 淋 どう か 答 え に く い。

術後の変化 は、 移植前の苦しさの方淋印象的、

移 植 を 必 要 とし なレ）普 通 の 身 体 だっ た ら、 ど んな 生潜 を してレ 耽 の だろ う と 思 う こど は あ る。

免疫抑制剤の副作用（ムーンフェイス）カ淋 や。

移植後３ヶ月で拒絶反芯が出た。

移植後 は順調であっ た淋、 無菌性髄 膜炎で入院カ
ミ長引 いた。

帰国後、 少 し強い拒絶反麻カ拙 た回

自分の持病 （腰痛と糖尿病） カミどう なるか心配 だった。

肝 臓 を 悪 く じて、 ま た 歩 け なく なっ た。

生理不順で大量出血淋ある。

手 術 は 順 調。

顔 色 や 口 唇 の 亀 那 と て も 良 かっ た。



表５ 現在の心理的 状態 （その１）

移 植 は 終 わ り で は な く、 始 ま り で あ る、 新 た 恋 第２の 人 生 の ス タ ー トライ ン 淋 移 植 だ。

この す ばら しい （移 植） 医 療 を 他 の 人 に も 味 わっ て い た 惹 き たじ）。

家 族 は 淡 海 と しても）る が、 良 か っ た と 思っ てレ）る と 思う。

移植後 だレ洲 経ったので穏やかな気持ちなので、 苦労を誘すの淋下手に怠っ危回

移 植 心 は 友 達 と い う 感 じ。 移 植 後 し ばらく は 話 し か げた。

子 ども だ ち に は 衡 で も 謡 し て い る鉋 そ う し 危 ら 嘗 ら ドナ ー カ ー ド を持 っ た。■ １ ■
１ ，

■ ■ １

子 どもには移植をしたことを普通に伝えた鉋

友 達 に も 話 し てじ）る み た い日

親 と し て 当 然 の こ と を じた だ け。

精 神 的 ダメ ー ジ は な い。

覚 え てφ）る 淋、 特 に どう、 と い う 感 じ で は な い臼

困 っ 危 こ と は あ ま り 思φ）出 せ 恋 い は ど茗 溶か っ 危わ けで は恋 い，

あ ま り 覚 え て な い。

周 麗 の 理 解 は 恋 い 淋、 あ ま り 気 に し て い な い。

下の子は上の子の移糠を覚ているので不安は恋かった と思う鉋

み ん 溶汚 汀 大 変 だっ た ろ う ね」 と い う け ど、 大 し危 こ とな 淋 っ 花 と 今 は 恩 う。

自 分 は 恋 ん て 金 食サ油 溶 ん だろ う、 こ ん怠 こ とな ら助 か ら 恋 いほ う 鯛 良 淋 っ 危 の が も と 恩っ て し

まっ た こ と 鯛 一 瞬 あっ 危 鯛、 今 は 量っ 淋 く 助 か っ 危 命 だ淋 ら、 そ ん 恋 鳳 に 考 え る の は い 防な い ζ

と 惹 と 思 っ て いる。

身 体 は 部 晶 だ と 考 免 て彰）る。

入 院 の 時、 寂 しく なっ た り 不安 に なる こ と潔 あ る。

（医師に） 病院と学校のどっち 鯛大事カ叱 闘か れる淋、 そんなことは言われ怠く てもわカり て い

るけど私生活のほうもちょっ とは考 免てく 芯さサ）。 病院も学校も、 どっちも大切。
定 と え ば遠 足行 っ てく る ④ も捨 療 芯 と思 う は ど、 そ ん 恋 こ と 究 生 に は わ か ら な い、 科 学的 な こと

じや な い か ら。

本 人 は 訂病 院の 謡 は しな い でく 棚 と沙）っ て いる竈 辛 い だ ろ う と 思 うむ

賛択 恋悩 みか も し れ な珍 嚇 れ ど、 か わ いそ う回

１司 じ 時期 に移 植 を 受 けた ア メ リ カ の子カミ、 内 服 を 自 已 申 蕨 して 死 ん で し 窪っ 危 の は ショ ッ ク 怒っ

た何 も し か し危 ら、 生カ暗 粗 てむ）る の 那 嫌 に な っ 危 の か も。

子供の気 持ち 惹けでも楽 に怠扱 ば良いと思っ。 治療もケアのひとつだけ粗ど日本の 医師はそうい

う ことは判 らな いんだと恩う。

うつ 気味で精神的 に不安定。

移植 し淋助か ら 測）子供 淋現実 に存在することを考えると、 陶淋つ蒜抗そう に恋る竈

周 囲 の 子 は成 長 して いくカ泊 分 の 子 ども は 遣 い 付 か な い。 毎 日、 学 校 に 付 き添》）で、 大変 だ っ

た。 本 人 も大 変 だ っ た が、 自 分 も ス ト レス 淋 爆 発 し た。

本 人 那大 人 びて く れ抗 ば楽 な の に。 釆 国 で は な ん と も な か っ た の に、 騰 国 して か ら 淋苦 痛 だ っ

危。

嬬国 後、 東 京 に い る 期 間 は 大 変 芯っ だ。 周 囲 の 環 境 淋 変 わっ た のカミ大 き篶）。

本 人 の 姉 に あ た る 子 は米 国 や 外 来 受 診 時 に 一 緒 に 連 れ て い き だ かっ たカミ、 学校 の こ とカ
ミあ っ た た

め で き な か っ た。

下 の 子 淋 １ 歳 想 っ た 淋、 歩む 沈 の も しゃ べ っ た の も 知 ら な い。

辛か っ た の は 本 人 よ り 自 分 か も しれ な い。

周 麗 の 理 解 は 恋 い 淋、 あ ま り 気 に し て い な い。





表６ 治療／自己管理’ Ｕ一 ，｝ ”’、 ｝ Ｈ 閉 １凸

治療に関することに対 しては懐 れた。

治療に関するス トレス は特に 触 、。

医師の指示や内服歴など、 治療 に関係 した資絡をすべて残 している。

健康のための自己管理 は苦ではない。

自己管理に対する負担はない自 子 どもカ泊 分でできるよう怠年頃になったので。

自 己 管 理 の 服 薬、 通 院、 食 事 に 関す る 負 担 は どう と いう こ と はな い。

母 親 と し て の 苦 労 は な い。

内服は自分で工夫して欽んでいる ので特に閥題な い。

内 服 は 大 変 じ ゃ な い。

内 服 に関 して は、 自 分 （父〉 カ
ミチ ヱ ッ クリ ス ト を作 っ て、 本 人 （患 者 ； 息 子） も 日 課 に な っ て い

る の で た ㌶ ん 苦 で は な い と 思 う。

内服 は５年続はているので生潜の一部と恋っているから苦痛は感じない。

小１の 頃 か ら薬 を 飲 んでじ）る の で、 管 理 は で き て い る。

内服薬 はのんでくれる淋 ぐずる。 友人に毒と書われたらしい。

薬 の時 聞 管 理カミ大 変。

薬の渡さ扱方崩釆国と日本は違うカミ説明書をみれば大丈夫日

薬 の 飲 み忘 れ は１， ２ 回。

自 分の デー タ も 持っ て なむ沁 、 薬 の こ と も 梵 ら な か っ た。

服薬には毎日 苦労して いる。

新薬カミ海桝 で開発されても日本で は溶か恋か認可されない。 早く 使える よっ になれば良いと恩

う日

食事は塩倉と脂肪を控えめ にして いる程度に気をつげている。

食 事 は 卵 は１日 半 分 と か、 味 付 け を 薄く す る、 食物 繊 維 を とる、 大 豆 製 晶 を と る な
ど気 を つ け て

い る。

食 事 糊 隈 は 恋く、 気 をつ ける 程 度。

塩 分 は 注 意 す る 程 度。 妻カミ味 付 け を薄 く して く れ る。

食 事 は 偏 食 で、 食 べ て ほ し い と思 う。 移 植 前 と 嗜 好カ
ミ変 わ っ 危 よ う 芯。

食 事 簡 限 は 生 も の、 塩 分、 カ ロリ ー の 制 隈 で気 を 使 っ て い る鉋 食 欲 は あ り 食 べ て い る と 恩っ
が 体

重 は 増 え な い。 負 担 は なレ）わ け で はな い 淋、 仕 方 な い。

食 事 管 理 は 特 に し て い な い が、 支度 淋大 変。

食 事 制 限 は 透 析 の 頃 淋 き つ かっ た の で、 現 在 は大 丈 夫。 低 塩、 ア ル コ ー ル、 低 コ レス テ ロ ー ル に

気 を つ けて い る。

運動 は溶かなかできてい 鮎）竈

バ ス ケ ッ トを や っ て 時々 医 師 に 怒 ら れる。

運 動 は喧 ず、 室 内 に こ もっ て いる。

勉強会 にぜひとも参加したい。 前回は仕 事で行 けなかった竈



表７ 通院’ １ ■■ … ■ ’ １

ひカ テ の た め の 入 院 は 負 担 で は なレ）。

通 院は月に一度芯 し、 自宅が病院から遊いので、 そ ん恋 に負 損ではな い。

≡≡
｛

マ
ｊ
；

休 来 通 院 は 仕 事 を 休 む た め の 息 抜 に なっ て いる。
…

通院のために有給休暇をとる。

通 院の た め、 夫 の 出 張 を 合 わ せ て い た、 夫カ推 事 を独 立さ 量、 箪 で送 迎 して いる自

通 院に飛行機を使周するため、 金銭的な間題 で困って いる。

灘 鰍 婁牙
くらいになると良いと思うけど・自分の都合ば洲 言つ ㈱こは 燃 漱 １

＾
≡

通院で電車淋混んでいるの淋困る。

通院のため、 毎週同 じ曜日の授業カ
ミつぶれる，

パイオフ シーやカテーテル検査の入院も年に１～３国あって、 そのたびに学校を休ま恋は航ぽ導嚇

なくて大変だろうと思う。 岨
属国後の通院カレ 番大変惹っ た。

荷物淋多く電車も座れず、 人身事故で電車 はす ぐ止 まる し。 子 ども淋３歳 になってからは変じゆ

とりカミできた。

地方か ら通院しているの淋大変。 金銭的に無 理カ蛎 るなあ、 と思った。

外来通 院は東京では宿泊代淋かかるし、 飽方 の病 院では診て もらうのに心配だ し、 複雑な感じ窃

通 院の父通費淋たいへん。 遠く て１週間に五度は通えな いの で、 ２週間 に１度になったら家に婦 姜
りた い。 １

外来通 院の負担は結構ある。 通院に時閲カミか かり 乗り換え 淋多く、 繕構歩くから。 …

現在 は、 月１回の通院 なので以前よりは負担淋減った淋、 学校を休まなければならな いの 淋、 抄 １

し負 抵 １

現在、 通 院日には講義の予定を入れないよう にして いる。 講義 に困な けれ ばならないときは、 大

学の先生 と医師に相談 している何

落ち着 いてくれ ば地元の病院に通院できれば良い。



表＆ 学校 ／職場一 １ 一 ■１ １ ． １■， 一 ”

校長先生カミ今までと同じ学年にしてくれた。

担任の先生も配慮 してくれた。

友人カ泊 分の ことを気づ淋ってく れた竈

低 学 年 の 子 に ム ー ンフ ェイ ス を か ら か わ れ て石 を 投 ば ら れた こ と もあ っ たカミ、 友 人カミ守 っ て く れ

た。

体 育 は み ん な に つ い て い け な かっ た け ど友 人や 先 生 淋気 を つ か っ て く 抗 危 の で、 あ ま り 鎌 だ と は

思わ 恋 か っ 危。

友人淋 「自分達が一緒に走る 淋ら、 体育をさ量てあ げて欲 しい」 と学校側に頼んでく 抗淀，

友人カ汀 補様カ湘 淋をしろっ て言っ て生かされた ん芯よ」 と言ってくれた鉋

友 人 が 「あ 慧 危 淋 生き て てく 扱て よ 秘っ た」 と言 っ た。

学 校 ⑳ 先 生 に は 便 宜 を はか っ て も ら 兎た。

将来の職 業に向淋いはじめた感 じ鉋

学校 を休 む の 郁 いや。

学校 と受 診の両立淋大変でス トレス。

採血や検査入 院のために学校を遅刻 し淀り休ん芯りし怠いといけない。

痛 院と学校のスケジュールをあわ遺るの淋大変．

通 院で授業を休むと単位瀬是りなくて困る。

競 職 で き る か どう か 考 え る と か 濠 り 難 し い と患 う．

学校の先生は 「何かあっ花ら園る淋ら体育はし恋いでく 池 と言っ危百

会社淋臨時雇いのままで困る。

今 一 番 困 っ て い る の は 佳 事 淋 で き な い こ と。 も と も とや っ て い定 佳 事 は 危 険 な の で で き 溶 い。

元 気 に し て も らっ 花 の で、 はや く 仕 事 淋 し定 い とも）う あ 菅 り 鯛 あ っ た冒

職場は出勤時閲の騒 通淋きく理解 のある職場。

３ 年 聞 は無 条 件 で休 職 でき る の で、 本 当 に 良 郁 っ た。 妻 も 同 じ 職 場 溶 の で 心 配 は恋 い。
浅 粋 曇姿 怖 欄 桧 繍 ；φサ峠 養会害 沽、し^ 払 ぶ専 畠 総 ψ 三斗 燃 並 仏 ム、 ＿ 屯 カ ■Ｎ｝ψ 塩士斌向一 げ 払 炉 、■ 叩嘗営 業 で胸 体 的 に は厳 しか っ 花 淋、 気 祷 ち は 働 き た か っ た。 多 抄 は 無理 し てや っ て いるむ

仕 事 は経 済 的 恋 間 題 で はな く， 自 労 も 誰カ、の 役 に 立 ち た い と い う 思 いか ら邊

表盟 社 余活動

ＮＰＯで 添 ラ ン ティ ア を じ て いる鉋

患者会への参加。

≡夫 は 地 元 の 移 植 の 会 で 会 長 を し て い て、 移 植 医療 の 改 善 を 望 ん で い る 淋、 恋 か な か う まく いか な

い
。

署名 運 動 に 参 加 し た こ とカミあ る。

街頭 で 啓蒙 藩 動 を やっ て いる。









表１４． 医 療 者 に 望 む こ と

看 護 師 は よく して く れ だ。 痢 識 を 伝 え る だけ で 溶 く 友 達 み たレ）に 接 して く れる 方カ
ミ測 ）。

医療 者 に は 特別 要望 は溶 い。 よ く して も ら っ た。

臼本の 医師や看 護師 に対する待遇那悪す ぎる。

医 師 は忙 し い の で、 移 植コ ー ディ ネ ー タ ー 淋 ）て 助 かっ た。

ドナー コ ー ディ 字 一 タ ー 淋重 要，

医 療 者 との 意思 の 疎 通カミう ま く い か な い。

（いろ いろな） 医師の考え方の相違に挟まれて辛セ）日 医廣爾の説明不足で詳細 淋わ淋らないので、

藷酷窯五
職場復帰 し 瀞 功 堰 師 には言えなレ）個

帰国 後 痢 っ 彪 こ と は、 先生 を通 して 渡 米 した 方 の ほ う 淋 ポ ラ ン ティ ア に 関 して しっ か り し て い

淀。 自 分 達 は苦 労 して しま っ だ。 よ く わ か ら 恋 い ま ま 移 植 を し て しま っ 危。

嚢 蝸、 社会／移植慶療に望むこと’、 １ ，■ ！ｏ … ’ ■廿 ■… 阯 ．，’、ｌ １ 咄 螂 １ ｕ

移植を し淀らす ぐに元気にな抗るということをみんなに理解 して欲 しい竈

移 植 と い う 医 療 を 知 っ て も ら う こ とカ）ら 始 め 危 ）々。

ヨ本では移植に対 しての理解郁とても低㌃）。 移 植の前提 である脳死や 拝文一カー ド⑳ことにつ い

て全く知 ら 鮎）人添多い。

移植につ いて は、 もっと挫聞で認知度カ壮 那ると艮いと思う。

移植を受 けて元気になって杜会復婦している人闘も結 構φ）る ことを知ってほ しい竈

自 分 に で き る こ とカミあ っ た ら し な き ゃ い は 溶 い と 思う。

日 本 で は ま だ 移 植カミ珍 し彩江 と な の で、 す ぐに マス ヨ ミ で 話 題 にな る 淋、 豪 た すく に 忘 れ ら れて

も い る。

移植の撞間の認鏑度に期間的な波カミある。

臓 器 を 必 要 と し て い る 人萄畑 て、 提 供 し た い と 思っ て いる 人 も い る の に、 ）々ろ ん な理 屈 を 乙ね て

移 植 淋 で き な い よ う に 恋 っ てむ）る 現 状 は とて も 残念。

反 対 し て㍉）る 人 か ら 提 供 し て 欲 し い と は 恩っ て いな｝）。

ア メリ カ の よ う な、 ド ナ ーカ
ミ確 保 で きる よ う な シス テ ム を 作 っ て 欲 し い。

脳死判定のできる病院を増やしてほしい。 親の 意恩 で臓器提供できれ ば良い日

移植医を増やしてほしリ）。 地方カ巧 の通院は大変そう だ。 移植は生活を普通に送れる ためのもの

想と恩うから。

スムースに移植淋できるよう、 汽ナーカー ドを運転免許証に取り込めぱ良いのに。

渡米しても移 植できずに亡くなる 人もいて、 環境が違うので渡米は辛いだろう。 日本 で移植でき

ればいい。

最新 のデータ を提示 して ほ い）。

小さ い子の移植 淋実 現できるよう にしてほ い）ので、 国会に艶筒いた。

日 本 で 移 植 が でき る よ う にな っ て ほ じ い。

だ め も と で も 良 いか ら、 実 験 でも 良 いか ら も っ と移 植 を し て 欲 し い。

日本の政府 には現実 を昆て ほしい。

医療 者 に はよ く して も らっ た が、 病 院の 施 設 那 古讐）。
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